
  2018年 2月 1日
　　　　　　　　　　　　　　　      　近赤外研究会会長　土川　覚
第２回 日台ジョイント近赤外ワークショップご協賛のお願い
拝啓、時下ますますご清栄のことと存じます。平素は当研究会に対し格別のご支援を賜り、厚く御礼申しあげます。
このたび近赤外研究会と台湾農業機械化研究科発センター（Taiwan Agricultural Mechanization Research and Development Center）との第２回目の共催ワークショップを開催する運びとなりました。2017年の国立台湾大学での第1回目のワークショップに続き、第２回目となる今回は、名古屋大学を会場とし、3月7日の1 dayシンポジウム形式の講演会を予定しております。
近赤外フォーラム同様、近赤外分光法の発展・普及を図るために、１人でも多くの方にご参加いただきたく、経費の一部として各方面からの浄財をお願いしなければならない状況にございます。つきましては、他事多端の折り、まことに恐縮に存じますが、ワークショップの趣旨にご賛同いただき、 協賛金の拠出を賜りたく、ここにお願い申しあげます。
ご賛同いただけます場合は、別紙「第２回日台ワークショップ協賛金申込書」に必要事項をご記入の上、2019年 2月15日(金)までに、近赤外研究会事務局へE-mailまたはFAXでお申し込みいただきますよう、お願いいたします。追って請求書等の必要書類をお送りいたします。
協賛金は１口2万円でございます。会場にて貴社カタログの展示または配布を承ります。
以上、何卒よろしくお願い申しあげます。
敬具
記

第２回 日台ジョイント近赤外ワークショップ（2019 Japan and Taiwan Joint NIR Workshop）
主催：近赤外研究会

共催：Taiwan Agricultural Mechanization Research and Development Center (TAMRDC)

日時： 2019年 3月 7日（木）～8日（金） 

場所： 名古屋大学 野依記念物質科学研究館 

詳細: http://jcnirs.org/JT2019/index.html

　3月8日（金）はPost Workshop Tourを予定しています。 

　使用言語は英語です。
以上
（お問い合わせ先）
〒305-8642 茨城県つくば市観音台2-1-12

国立研究開発法人 農業･食品産業技術総合研究機構
非破壊計測ユニット気付 近赤外研究会事務局
担当：池羽田晶文
TEL: 029-838-8023 FAX: 029-838-7996

E-mail: office@jcnirs.org
http://jcnirs.org/JT2019/index.html

（別紙）

　年　　　　月　　　　日

宛先：　E-mail: office@jcnirs.org または FAX: 029-838-7996
農研機構 食品研究部門 非破壊計測ユニット気付 近赤外研究会事務局　行
第２回日台ワークショップ協賛金申込書
（申込締切：2019年3月1日（金））
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	カタログの
展示・配布※
	□受付デスクへの展示を希望する 
□参加者全員に配布を希望する 
□いずれも希望しない
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


　
　※今回のワークショップでは機器展示スペースはございません。

